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Ⅱ．子ども委員会の活動報告 

(1) 委員会のスケジュール 

 

  ① 子ども委員会（活動のようす … p.4～p.11） 
  

平成 18 年 2 月 10 日（金）任命式・第 1回委員会 

平成 18 年 2 月 16 日（木）第 2回委員会 

平成 18 年 3 月 17 日（金）第 3回委員会 

平成 18 年 4 月 13 日（木）第 4回委員会 

平成 18 年 4 月 24 日（月）第 5回委員会 

平成 18 年 5 月 18 日（木）第 6回委員会 

平成 18 年 6 月 23 日（金）第 7回委員会 

平成 18 年 7 月  5 日（水）第 8回委員会 

 

◎ ３つのグループにわかれて、色々なことを話し合いました！ 

 

  ② 子どもの権利フォーラム（活動のようす … p.12） 
  

平成 18 年 2 月 26 日（日） 

「みんなで考えよう！札幌市子どもの権利条例フォーラム」 

 

◎ パネルディスカッションにパネリストとして参加しました！ 

 

  ③ 検討委員会へ報告と提案（活動のようす … p.13） 
  

平成 18 年 4 月 30 日（日） 

 「子ども委員と検討委員との意見交換会」 

 

◎ 子どもの権利条例制定検討委員会に、 

「子どもにとって大切な権利」を提案しました！ 
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(2) 委員会で話し合ってきたこと 

子ども委員会副委員長 齊藤 綾乃 

 

 ■ 子どもの権利勉強会（第 2回委員会） 
  私たち子ども委員会は、「子ども議会」で子どもの権利をテーマに市へ提案した経験があ 

  る人から、初めて子どもの権利について考える人まで、様々な構成で始まりました。そこで、 

  みんなが共通の知識を持つため、小学生グループ、中・高生グループに分かれて「子どもの 

  権利条約」などについて勉強会を行いました。今後の委員会に生かせたかな、と思っています。 

 ■ 子どもにとって大切な権利は何だろう？（第 3回～第 5回委員会） 
   権利条例は、子どもが行使する「権利」を定めるもの。子どもたち自身が使う権利だから、 

  自分たちも考えないと！ということで、「子どもにとって大切な権利は何だろう？」という 

  テーマで、3つのグループに分かれて意見交換をしました。また、グループのなかでの話し 

  合いだけではなく、家族や先生、友だちなど身のまわりの人たちの意見も聞くなどの作業も 

  してきました。そして、第 5回委員会では、一人ずつもっとも大切だと思う権利の項目を考え、 

全体会議で発表。さらに、4月 30 日には、条例づくりを進めていた「検討委員会」にも、提 

  案をしました。グループごとに少人数で中身のこい議論ができて、とてもよかったです。 

   そして札幌市は、私たちの提案をもとに、7月に条例素案を作成しました。自分たちの活動 

  が成果になって表れるのかな？と思うと、みんなドキドキしているのではないでしょうか！？ 

 ■ 子どもの権利侵害（いやなこと）からの救済について（第 6回～第 7回委員会） 
   「子どもにとって大切な権利」の次に取り上げたテーマが、「権利侵害からの救済」です。 

  少しカタイ気もするテーマですが、実は、子ども委員会の初めの頃に行ったアンケートで、 

  「委員会で話したいこと」として最も多く挙がったのが、「いじめなどの問題について」で 

した。そこで私たちも、いじめなどの権利侵害からの救済について意見交換をしようとい 

  うことになり、理想の相談相手や解決方法について話し合ってきました。 

   委員会では、議論しやすいように、権利侵害についての具体例などを挙げて、それをもと 

  にグループに分かれて意見交換を進めてきたのですが、色々なケースがあるので、「理想はこ 

  れだ！」と言うものを考えるのは、少し難しかったです。でも、普段は他人には話しづらい 

  ことも、この機会に話すことができたので、とてもよい経験になったと思います。 

 ■ 子どもの権利条例素案をみてみよう！（第 8回委員会） 
   札幌市が進めている条例づくりの「素案ができた！」ということで、子ども向け資料を見 

  て「分かりやすくまとめられているかな？」ということなどについて意見交換しました。 

  私たちの意見や感想が、これから札幌市がつくる色々な資料作成の場面で生かされればよい 

  ですが…。大丈夫ですよね！？よろしくお願いします！！ 

 



（3）各委員会の活動のようす  
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日日寺：平蔵膵年3剛7日〔金）  

／会場：丸根郵便戸和之暗合意義雪  

・与亡もしこ℃－て大切な権利は何†でろう？●  

1，一人小ひノボ包分らしく生き弓ために一丸各なこtし七何代、ろう？   

。白ウナ与しくの吠わが、ヒ替っこtボ大七刀   

○色分のヾ一久で里芋ミこtが、大切  

。佃′性や他人tの追い乞書落められ、一人の人間tして尊皇  

されてこしボ大切  

1，成長してし－くためにし私費なこtし吉村だ、ろろ？  

。極東の職業漫才尺につし）て学．ゞこもボ大切   

，痺れkこモし七休むこしが、でモミこしが、大メガ   

。包ぺ音色千寺っこtが大て刀   

。やt）に、、こtしこキヨし草丈していいし、〒の泰青果失敗しても  

やり直せミこt†ド大t刀  

3，吏全で＼幸一ヾして、嘩泉に生きてし，くた机こ、た要なこtしt何だろう？   

。いじ呵、体罰、暴力がら守られろこ乞が大切  

。竜偉灯らも象され、妥合でを－ヾ＝ノて、しじ、地 

落ちせろこしが大輔ト  

。簸りになろ人がし1弓ここが不切  

4，患乳与表明したり、勧ロすろに軌こ、丸字伝ことし工何だすう？  

。参加寸ろ亡きに大人ボ理う暗沃くれろこtが大七刀  

。包和気軋乞明し－てもらむて、重け入れられろ℃きもそうでな＝  

じきも、きちLヒ嶺．明しこもらえろこてが、九切  

。包ノオのやりにしに℃し七色分で決めろこ℃が大切  

写ゼもしことって大甥な樺利．について、オ泉勺璃乳を聞き、理解乞淀めろこtが  
でモモした。王た、・l－学生匂う融灸生まど、年齢に開催なく頒極印しこ亀吉乞  

し乙＝て、℃ヱも黄戒めちろ瀕し合しlた1たと思しほす。  
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加再uモ！しと  

鶴膏浣李姶鴨に待 これ吉ビ各弟いアぐ畠u合；てき班長 
、  

全体の塙ヂ発毛uあい去u空★．十  

①訣育盲うけ抽左裾和  

毛喝でき、  
乙楕知  

◎愚見宣的  

、  言語めてもど   

1■  

し  

ヽ  

ス  

⑦迩ばて、体あぇ権利  

加西吋飢㌔  
／ 私の弟し一夕ヂ戊  

伊予鶏嘩細ろ空似：恥√梼机  

のモゎには  

貯加島ず†如uて如如＞ヾき臼鳩、  

一吋も梅え細摘知痛く知硝知日 のモあには  

中学校ビ亨どもq権知っいて翫く敢えてぼル凸  

などに盲点細いて発表u主u望も  
今回止もLなの息色毎韓が追軌こな；て 今回仙守鴫思  
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⑲チビも黍軍会  

日日寺＊平成将卒6月23日（金）  

全項＊STVよこユ各ビル6指令言義皇  
一戦  

チビもの施剖イ蔓専につ レ、て   

前回の調査テーマの諷査結果官女りて各グ＝一  

プで＼「ヾが鳴っレ、たと手取れ石郎ゑ」ヤ「奇人で即決  

ででげい問題の例ヒその傑テ久市沫．．ヤ「チビかユヒゥて  

の見通ガ相談相奇は誕か・．克どについて去含レ合い  
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てヰ象碑一兄旦、 友蓬 相竜炎零ロアJビの相乞炎相  

手そあがて和書炎■すろときの問題点ヤ利点7よどを巧  

んまレた。  

＼い七いうよう′こいじ、めなどの砲列像尊号鴨∠、た呪  
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子ヒヰの櫨利各例  
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